A necropsied case of pheochromocytoma metastasized to the skin and other organs by 加藤, 篤二 et al.
Title皮膚その他に転移を伴った褐色細胞腫の1剖検例
Author(s)加藤, 篤二; 平川, 十春; 嶋田, 孝宏; 柳原, 正志; 味木, 稔










皮膚その他に転移 を伴 った褐色細胞腫 の1剖 検例
広島大学医学部泌尿器科学教室(主任:加藤篤二教授)
加 藤 篤 二
平 川 十 春
嶋 田 孝 宏
柳 原 正 志
広島大学医学部和田内科学教室(主任:和田 直教授)
味 木 稔
       A NECROPSIED CASE OF PHEOCHROMOCYTOMA 
     METASTASIZED TO THE SKIN AND OTHER ORGANS 
   Tokuji KATO, Toharu HIRAKAWA, Takahiro SHIMADA and Masashi YANAGIHARA 
        From the Department of Urology, Hiroshima University School of Medicine 
                          (Director : Prof. T. Kato, M. D.) 
                             Minoru  MIKI 
        From the Department of Medicine, Hiroshima University School of Medicine 
                         (Director : Prof. S. Wada, M. D.) 
   A 52 years old male came to our hospital with a chief complaint of metastasized skin 
 tumor, He had no symptom of hypertension during life. At autopsy multiple metastasis was 
found in the skin, lymphnodes of various regions, both lungs, stomach, intestine, pancreas, 
brain, urinary bladder and thyroid gland. Histologically the tumor was confirmed to be pheo-















したが,何 れ も外 国人患者 であ った.本 邦人患
者 については,村 上(1942)の臨床 例が最初 と
され てい る.世 界 の文献総数 はお よそ400余例
といわれ,本 邦 におけ る褐 色細 胞腫 は最 近の報
告で は吉植(1965)が日本 の79例を中心 として
統計的観察 を行 なっているので現在 では80余例
と思われ る.著 者 らは多発性皮膚転移 を示 した




























































出血ほとんどなく リソパ節に 腫脹なし.右 肺,重 量

















































本症例は剖検時に発見 された ものであ るが,
一般 に剖検に よる発見率は極めて低 い もので あ
る.Mino(1955)らのMayoclinicにおけ る
剖検例 の報告では,15,948剖検例中に15例で あ
り,約1:1,000と な って い る.Blacklock
(1947)によれば2,994剖検例で1例 もな く.
BerkheiserandRapport(1951)にょれば,
2,012剖検例中に5例 を発見 してい るに過 ぎな
い.
年令お よび性別頻度 は 且ume(1960)によれ
ば,5ヵ 月の幼児 か ら82才の高令者 にお よんで
いる.最 も多 いのは20～50才までの間で ある.
Snyder(1947)は20～40才台,Walton(ユ944)
は20才台に最 も好発す る と報告 している.性 別
ではWalton(1950)Graham(1951)らに ょ
れば男女大差 な しとしてい るが,Biskindは男
子 より女子に好発す るとしてい る.本 邦 では吉
植(1965)が日本 の79例を中心 として観 察 した
ものでは最年少 の例 は村上 らの症例 で17才の女
子例 で あ り,最 高 は80才 で ある.年 令 では
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Grahamおよび日本 の症例 を通 じて30～40才に
多い ことがわか る(第1表).
部位別では渋沢 の報告 に よれば,外 国600例




























































































手術1,術 後 ユ,術 後再発2(合 計79)となる.
臨床症状 について,渋 沢 は症状 発現 の程 度か ら
4型 を臨床的 に区 別す る.
i)無 症状型,10%以 下 の頻度で褐 色細胞腫
症状 ナシ とい うのは この型 に属す る.し か しそ
の経過 の何 れかの時期 に血圧 の充進 あるいは心
悸 充進 な どが多少 とも認 め られ ることが多い.
いわば 発作型 の 最軽症で あろ う.腫 瘍 は 小 さ
く,ホ ルモ ソ含量 は少い ようで ある.
ii)甲状腺機能充進型10～20%ほ どの頻度
とお もわれ る.血 圧 充進 は存 して も自覚的臨床
的に 目立 たず,こ れに反 して基礎代謝充進(+
40%程度)が 前面 に 出るので,甲 状腺 中毒症
と誤 認 され る.発 汗,発 熱,自 律神経不安 など
の症状が ある.
iii)発作型 血圧 充進,Franke1(1886)がは
じめて本症 を見 出 したよ うに,本 症 の典型 的な
もの と考 え られ た.し か しこの数年 む しろ持続
的高血圧 の症例が しきりに報告 され,発 作型の
頻度 はむ しろ次位 となっている.30%程 度であ





くない.心悸充進,頭 痛.発 汗等のア ドレナリ
ン ・ノルア ドレナ リソ分泌過剰症状を呈し発作
が去れば平静 となる.発作頻度は1日25回とい
う甚 しいものか ら数年に1回 という稀なものま
であり,発作持続時間は2～3秒 という短いも
のか ら数日という甚 しいものまである.






78例の 症例では,ま つおこり方は 高血圧,発
汗,体 重減少,尿 糖の発見あるいは蛋白尿の存
在,め まい,意 識障害,発 作,頻 脈等であっ






















村上(1962),山田(1964)でその うち 多 発転
移症例 は辻,山 田の2例 で,本 症 例は多尭転移
症例 では第3例 目に相当す る.通 常,褐 色細胞
腫 の悪性型 は,内 分 泌非活性型 と考 え られ て来
た.し か しDavis(1955)がは じめて 悪性例
におい てカテ コール ア ミソの分泌を来 たす例の
あ るこ とを報告 し,Robinsori(1964)が51才の
例 についてそ の詳細 な報告 を行 なってい る.
この症 例においては,病 理解剖学的 お よび組
織学的 に褐 色細 胞腫 が あ り,血 圧充進 な く無症
状型 に属す る もので多発性 転移を伴 ってお り,
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な お 捌 出 例 の 論 文 に は 市 川,落 合,大 越,
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考 察 を 試 み る 予 定 で あ る.
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